
６５．ヒイラギ　鮗（ぎんた）

　漁業権の続きである。前項では、インドネシアからの研修生の事故の話までであった。

漁業者は、命がけで操業されている。ワシらも理解している。軽々しい発言は出来ない。

しかし、需要が相対的に多くないものを無理に獲りに行く必要はないと思うのも自然であ

ろう。漁業者各位、冷静に聞いて欲しい。ストライキではなく、静かに操業を自粛された

らどうか。その効果①漁業者の安全の確保②漁獲（供給）減による価格高騰の期待③操業

しない分は燃料代ゼロ④漁獲されない分が他の高級魚のエサとなり、それらの漁獲増の期

待⑤操業自粛時の他の漁獲等への時間転用等。メリットは、そのデメリットより圧倒的に

多い。減価償却の補填、保証金、補助金、助成金等を求めてはならない。原資は、我々消

費者の税金。一部の他業の悪例がある。結局漁業者に降掛る。ヒイラギの話。キス釣りの

ゲストとして釣れ、てんぷらにした。大変美味であった。今度は大きいのを鮨にする。

 ヒイラギの美味しさは、キス釣りのゲストとして釣れたものを持ち帰

り、キスと一緒に天ぷらにして知った。キスと比較して旨味が濃く、身

がしっかりとした印象だった。刺身は（アジ＋カマス＋カタクチイワシ

＋トビウオ）÷４の濃い味。鮨ネタとして小さいものは２枚ヅケもあり。

釣行：2014年6月下旬、穴水周辺、船釣り。（キス釣りのゲスト） 
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